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要旨

　教育職員免許法により新設された教職科目である「総合演習」を，美術理論・美術史の

専門科目を担当する教員として，2005（平成17）年度前期に担当した。「総合演習」では，

ディスカッションやフィールドワーク等を中心として学生が主体的に課題を追求し，探求

的な学びを行うことが求められている。1専門科目を担当する教員として，通常は講義を

中心としたオーソドックスな授業形態をとることが多いが，自ら学び，考えることを主体

とした体験型学習の方法として，地域美術館との連携を試み，美術教育を専攻としない学

生を対象に，鑑賞教育についての実習を行うことで，教育の現場において美術館を活用す

る可能性を模索した。本稿では，「美術館で学ぼう」というテーマで長野県信濃美術館を実

習場所として行った聡合演習」について報告し，教員養成課程における鑑賞教育のあり

方に関する考察を行った。2

キーワード：地域美術館との連携，鑑賞教育，総合演習

はじめに

　1990年代から盛り上がりをみせた鑑賞教育については，『大学美術教育学会誌』（大学美術教

育学会）や『美術教育学』（美術科教育学会）などに報告され，欧米における美術館教育につい

て論じたものも多く見られる。欧米の大規模な美術館で行われている美術鑑賞プログラムを模

範として，日本の美術館も教育普及担当の学芸員を配置して取り組むなど，鑑賞学習について

の様々な取り組みが行われている。3また，平成10年に改訂された『小学校学習指導要領解説

図画工作編』では，教科の目標を「表現及び鑑賞活動を通して，つくりだすよろこびを味わう

ようにするとともに造形的な創造活動の基礎的な能力を育て，豊かな情操を養う」と定め，鑑

賞の指導の充実のために，地域の美術館などを利用することが示唆されており，学校と美術館

が連携して行う鑑賞学習の試みも増えてきた。しかしながら，このように学習指導要領で鑑賞

学習の重要性が示唆されながらも，美術教育が授業時開削減のあおりをうけて，表現学習主体

であるのが現実である。教育現場と美術館とのコラボレーションをすすめ，協力関係を構築す

ることの必要性がすでに提示され，また，各地で様々な試みがなされているものの，美術館を

利用しての鑑賞教育が美術館任せに行われる傾向にあることも切実な問題である。4

　そこで，美術理論・美術史を専門とする立場から，体験型学習による探求的な学びが求めら

れている「総合演習」において，地域美術館における実習や作品鑑賞用のワークシート作成を

通して，教育の現場で美術館を活用する可能性を模索した。

　受講生9名はすべて教育学部の2年生であり，本稿では，便宜上アルファベットで示す

（表1）。5
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表1　受講生一覧

記　号 専攻名 分野名
A 言語教育専攻 英語教育分野
B 言語教育専攻 英語教育分野
C 言語教育専攻 国語教育分野
D 芸術教育専攻 音楽教育分野
E 芸術教育専攻 音楽教育分野
F 生活科学専攻 情報・技術分野
G 生活科学専攻 情報・技術分野
H 理数科学教育専攻 数学教育分野
1 障害児専攻 教育分野

1．総合演習　一　　「美術館で学ぼう」の授業概要

　前述のように，美術理論・美術史を教える立場から，教員免許科目である「総合演習」

にどのように取り組めるのかを考えた場合，社会との何らかの接点を保ちながら学ぶ方法

として，地域の美術館を利用した鑑賞教育が適していると考えた。6そこで，野外館で学

ぼう」というテーマを設定し，教育学部のキャンパスに隣接する信濃美術館との協力体制

を構築した。美術館を教育の場として利用することができることを体現してもらいたいと

いうことから，授業のねらいは「社会における美術館の役割と教育普及について学ぶ」と

した。

　美術館での具体的な実習は全て長野県信濃美術館東山魁夷館（「やねうら美術館講座」を

除く）で行い，1．美術館見学と教育普及を中心とした事業概要についての学習，2．小

学生受け入れプログラムの見学，3．「やねうら美術館講座」の見学と補助実習，4．東山

魁夷常設展示受け入れプログラム作成，5，小学生受け入れプログラムの実地，を計画し

た。このうち，「2．小学生受け入れプログラム見学」は，遠足で美術館を見学に来る小学

生を対象に行われている30分程度の受け入れプログラムを実際に見学することを通して，

「5。小学生受け入れプログラムの実地」，に備えることを考えたが，受講生の時間等との

都合がつかずに，実行することができなかった。また，受け入れプログラムの実施は，最

初は小学生を念頭に計画を立てたが，児童の下校時間等の様々な理由により，設定が困難

であったため，中学生のクラブ活動の一環として，土曜日に長野市立東部中学校の美術部

の生徒に実習の対象となっていただいた。したがって，ワークシートも小学生ではなく，

中学生を対象とした質問事項に変更して作成を行った7。

　東山魁夷館を選択した理由は，信濃美術館が教育学部の西長野キャンパスに隣接する県

立美術館であり，東山魁夷のコレクションが充実していることと，画家の作品の多くが風

景画であり，宗教画や神話画，寓意画といった複雑な意味合いを持つジャンルに比べると，

学生がより親しみ易いと考えたからである。
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2，総合演習に関するアンケート

　美術館を訪れる前に，まず受講生にアンケートを行った（2005年4月20日実施）。質

問事項は以下の4項目であった（表2）。

表2　質問項目一覧
質問番号 質問内容

① 美術館にいったことがありますか。

② ①で「はい」と答えた方は，どのような美術展をご覧になり
ﾜしたか。

③ 総合的な学習において，どのようなかたちで美術館を活用す
驍ｱとができるのか，あなたの考えを書いて下さい。

④ 総合的な学習において，美術　（図工）はどのような科目と連
gが可能だと思われますか。

　受講者9名のうち，2名の欠席者があったため，7名が回答した。①の質問に，美術館

へ行ったことがあるのは4名［C，D，　H，1］，多分あると答えたのが1名［F］，行ったこ

とがないと答えたのが2名［E，G］であった。②の美術展の内容に付いては，「近代美術」

「印象派展」などがあり，撹えていない」という回答もあったが，ジャンルとしては絵画

が中心であった。③についての回答は，以下のとおりである（表3）。

表3　表2の③に対する学生の圓答

・r藁緕　・ぺ軒つたこ．とがある」と劒馨した学生、

C 「絵を鑑賞するというよりも，美術館全体を鑑賞できる葺

u学習の場というよりも趣味（興味）的な感じで活用できる」

D
「小学校のうちから美術館に行くのは，その時関心がなくても，その後，見た作品を学ぶ機

・ｪあったら見たという経験があるから興味を持てる場合があるように，その後の人生に何
轤ｩのよいチャンスを与える一つだと考える」

H

「美術館などにいくことで，子供たちの創造力（独創性）が広がると思う。一方で，先生側
ﾆしても単に自分の固定観念により子供の作品を評価することも見直されるのでは…　　。
､まく描写できる子と不思議な考えを持って書く［描く3子，双方に普段，学校では見えない
鰍ｪ見られて良いと思う」

1
る」

「美術作品を鑑賞するだけでなく，それらが作られた年代や，作者の背景を学ぶことができ

、「 泥ぶんあるゴと面懲蓬ジた学磁・　　　　　　　　　　　　　　　　　　内』一
F 嘆術について何か専門的に学習していき，美術館で理解を深めるような学習」

・． ・・�x 1に行るたこど嚇ないしと側瞥・し売挙生：’　　へ　　　＿、・、㍑隊　　　＿．　…

　咲術館で，作品を鑑賞することをとおして，普段の授業では，教科書の中でしかふれるこ
　とのできない芸術家の人たちの作品を，自分の目でみて感じることができると思う。本の中G
　で見るだけでは，感じることができない部分も感じることが出来ると思うし，それは社会見
　学のような役割も果たせると思う」

　「作品を通して，日本を代表する芸術家について知識を深める」E

　④については，作品を通して歴史的背景を学ぶことができるという理由で，ほとんどの

学生が「社会」と回答した。このように，最初の段階における美術館での学習の可能性や

他教科との関連性についてのイメージは限られており，鑑賞，創造，美術作品や制作者と

いったものであった。また，生涯学習的な印象を持った学生もいた。「たぶんある」と回答

した学生も，美術館における学習範囲について，美術に関する専門的なものという限定的

一63



なイメージを持っていることが分かる。

　美術館を訪れたことの無い学生の回答も，美術館を訪れたことのある学生との差異はあ

まりみられず，美術館での学習の可能性は，美術作品の鑑賞や，芸術家について学ぶとい

ったものであり，美術館を訪れた経験の有無に関わらず，学生が考える美術館での学習の

可能性は，全体として限られたものであった。そこで，次の週には信濃美術館へ足を運び，

美術館で行っている教育普及活動について学んだ。

3．信濃美術館見学とワークショップ参加

　まず，学芸員から館内を案内され，脂濃美術館の普及活動　～信濃美術館の活用につい

て～」，東山魁夷館常設展のワークシートのサンプル，そして，美術館を社会科見学等で利

用する場合の申し込み方法や，小・中学生は入館料が免除されることなどが説明されたプ

リントが配布された。信濃美術館では，平成14年度から「親しみのある美術館」を目指

して，学校との連携により教育普及活動をすすめていること，また，美術館見学だけでな

く，授業協力，総合的な学習の時間，職業体験などの活動にも関わっていることが説明さ

れた。このガイダンスを受けて学生たちは，

A：「本物の絵を初めて見た。とても感動した。美術館と学校とが連携できれば，きっと素

　　晴らしい授業が出来ると思う。湖に映った上下の対象の絵を使えば，理科での授業に

　　使えるかもしれない。絵をしっかり見て，そこから自分でストーリーを考えていけば

　　国語や社会につながるかもしれない。ま

F：「子供が，美術館に来て，イ可かを感動し，総合的な学習の時間で調べたり，理解を深め，

　　美術に対しさらに興味を持つようになると思う。私たちは，子供が感動するに至る導

　　入の部分で工夫して興味を持たせるようにできればいい。」

G：「教室を飛び出して，自由な感覚で何かに接するということは素晴らしいことだと思

　　う。」

といった感想を持った。学生は，美術館学での自分たちの心の動きを「感動」とう前向き

な言葉で表現し，それを自分たちが将来教える立場となったときに授業でも伝えたいとい

う気持ちを表した。また，美術館を訪れる前のアンケートの回答に比べて，美術館での学

習を他教科と多少関連させ，より具体的になっていることが分かる。

　次の週には信濃美術館が毎．月第3土曜日に開催しているやねうら美術館講座の「和風で

GO！」を見学，補助を行った（講師：千曲市立戸倉上山田中学校　中平千尋教諭）。ワーク

ショップのねらいは，日本美術の典型である，相反するものの組み合わせと同じモチーフ

の繰り返しについて，俵屋宗達の《風神雷神図》と尾形光琳《燕子花立屏風》の構図から

学び，その後に自分の体を使った表現を楽しむというものであった。参加したおよそ20

人の小学生たちは，床に広げられた長い画用紙に思い思いのポーズで寝転び，ペンでかた

どってもらった後に，ポスター・カラーを使って様々な模様を描いた。参加した児童の多

くは美術に興味を持っており，大学生たちは，積極的な子供たちに圧倒されながらも，寝

転んだ子供たちの体をペンでかたどったり，自分たちも寝転んだりして，一緒になって着
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色していた。ある学生は，総合演習のまとめとしての感想でも，次のような言葉で，初め

て体験した美術講座と，それに参加した児童の自由で伸び伸びとした姿を表現した。

G：「私は，総合演習ではじめて美術館に行きました。もっとも印象に残ったことは，やね

　　うら美術館講座で子供と一緒に美術講座を受けたことです。風神雷神を創造して卜い

　　てみようというところで，私達学生はありきたりになってしまいがちでしたが，子供

　　たちは，思うままの自由で力強い風神雷神を描いていました。…中略…　子供のころ

　　から，美術に触れるということは，想像力を育てるという部分でも，必要なことだと

　　思います。」

　このように，導入段階として実際に小学生たちと接し，美術作品に様々な反応を示す姿

を体験することは，次週から行ったワークシート作りをより発展的な内容とするための参

考になったのではないかと考える。

4．ワークシート作り

　（1）ワークシート作成の手順

　次に，①信濃美術館東山魁夷館を訪れ，作晶を鑑賞しながら，それぞれ数枚の絵を選ん

で質問事項を考える作業，　②それぞれが美術館で作成した質問事項を整理し，作品を2

枚ずつ選んで，「鑑賞」と岸習」という側面からのディスカッション，　③信濃美術館学

芸員からのワークシート作成のポイントに関する助言を念頭においての再ディスカッショ

ン，という手順でワークシート用の質問事項を吟味し選択した。

　①の時点では，小学4年生を実習の受け入れ対象と考えていたので，比較的単純な質問

事項，例えば，ゼスケッチAとBの違いは何だろう」，「花はいくつ描かれているでしょう」

など，作品を見ることに重点をおいた比較的単純なものも多く見られたが，②の時点では

中学生の受け入れが確定したため，履修生が専攻している教科との関連性を持たせること

や，「調べる」などの学習が伴うことを考慮するように促した。例えば，「この川にはどん

な魚がいるでしょう」といった質問は，まずその川がどこであるのかを調べる地理の学習

と結び付け，実際にその川にどのような魚が生息するのかを調べる理科の学習と関連させ

るような質問事項を考えることを促した。②の段階で選択した質問事項は次項の通りであ

る（表4）。

　（表4）を信濃美術館学芸員に送付して助言を求めたところ，次のような回答を得た。

1．本物の作品をじっくり見ることが第一であるため，質問は絵をしっかり見なければ答

　　えられないものが好ましい。

2．見学時間がおよそ30分と限られているため，考え込んでしまうような質問は避けたほ

　　うがよい。

3
4

問は，クイズ感覚でよいが，回答を三択にするなど，短時間で答えられるものがよい。

①生徒がどのように回答することが予想されるかを想定し，②生徒の答えをさらに広

げてあげるための説明をどうするのか，ということまで考えて質問を作成する。美術

作品なので必ずしも答えはなくてよいが，「答えがない4ということでも中学生が満足

できる「会話」ができるような心構えで質問を作るとよい。
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　その後，最終的なディスカッションを行って質問事項を選定した後，これまで美術館で

使用されているものを慣例として，美術館で図1，2，3，4，5のようなワークシート

を，翌週の実習に間に合うように作成してもらった。

　（2）ワークシートを作成しての学生の感想

　上述①の，美術館で実際の作品を前にして質問事項を考える作業を行った後に学生に感

想を書いてもらうと，Cゴどういうふうにすれば，興味を持ってもらえるのか考えるのは

難しかった。しかし，それを考えながら鑑賞していると，普段とは違った見方ができたよ

うに思う。」といった，児童に「興味を持ってもらう」，という視点から質問事項を考えた

学生が目立った。また，D：「自分が小学生だったら…と考えながら作った。子供に興味を

持たせるには，作品を見て想像させるのがいいのではないかと思ったが，それにはまず白

分自身で想像を膨らませて話を作らなければならず，大変だった。…中略…　また，子供

に考えさせる質問だけではなく，見てすぐ分かる質問も加えて子供にあきられないように

努力した。」という，想像を中心とした偲考」を取り入れながらも，子供の反射的な反応

も取り入れる工夫をすることで，「関心を引く」ことを考えた学生もいた。

　また，ある学生はG：「子供に興味を持ってもらうために，なるべく，個性がそれぞれ

でるような問題を作ることを心がけた。『この川にはどのような魚がすんでいるでしょ

う？』などという，子供のイメージが引き出せるような問題は，よさそうな気がする。ま

た，この問題では，美術に関する知識だけでなく，どんな魚を知っているか，どんな魚が，

どのような場所にいるかという，川や魚に関する知識も要求されるので，更に学習の幅が

広がると思う」と，児童の学習面を考慮した。

　自分自身の反省や感想を持った回答として，F：「児童に興味や関心を持ってもらうこ

との難しさを知った。また，自分自身がなかなか絵に関心を持つことができず，背景とし

てしかとらえることができず，その絵の深い意味を感じることができなかった。自分は表

面的にしか理解できないのだと反省した。どうしたらその絵の意味や，こめられたメッセ

ージなどが感じられるのか，それを教えるためにどうしたらいいのか，これから考えたい。」

というのもあった。

　①の段階では，学生たちは漠然と興味，関心といった視点からワークシートについてイ

メージしていたが，②や③のディスカッションでは，「鑑賞」と「学習」を考慮することを

促したり，信濃美術館学芸員からの助言を得てからは，より具体的なディスカッションを

行うことができた。例えば，「なぜ『朝』というタイトルがつけられているのだろう？それ

ぞれ自由に考えてみよう」（表4）は，抽象的で回答を得ることが困難な問いではあるが，

「題名に焦点を当てるのは，生徒に何が描かれているのかという注意を喚起するのでテー

マとしてよい」と学生は考え，タイトルを伏せておいて，生徒に思い思いにタイトルをっ

けさせるという問いかけに変更した。

　《緑響く》（口絵参照）では，「絵の中の緑色にはたくさんの種類があります。一体何種

類あるでしょうか？」（表4）という質問については，学生自身も回答することが困難と考

えた。そこで，色の学習ということを考えて，カラーカードを使用して絵の中に使われて

いる色を見つけ出し，色彩図鑑でその色の名前を学習するという案を提示した。学生から

は，実際に絵の具を使用して，絵の前で色を作ってみるのも図画工作の授業としては相応

66一



地域美術鞘との連携による鑑賞教育プログラム

表4　質闘項目一一覧

タイトル 作品 賛閤事項

鞭群

｛1密林穴恵贈

竃滴江満々垂

L　　象
←蟹が

撫懸、　繍

　　2爵

謙襯

，みメ

鋸譲の静寂》

豊孤帆亭

毫緑響く葺

羅
憲麟難。一

灘
．劉

竃
・

、
磁

輪
鄭
げ籔

・なぜこΦ絵に慧ギ朝」というタイ；・ルがっけられているのだるう？
そ一れそれ露歯に算えてみよう。

・伺をする船か？聴の人の一二を想像してみよう。

・船は演のために川をi讐ノいでいるのでしょう？

・この翅翰に人は酌んでいると懇い窪すかマ

・二人はどんな會譜をしているか。
・こΦ絵の中の時間帯はいつヒ頁だと思うか（単朝，朝，ヒル，夕方，疲，深覆な
　ど）。その理由。

・この沼はどこにあると語うカ㌔

・この沼の深さはどれくらいあると隠うカ㌔そ（沿理歯。

・この譲に生き物が住んでいるとしたら，それは1再だと慕うか。
・時晶帯は？

・水との鏡罰はどこか。沼の凹凹こは1可がこ｝そんでいそうカ㌔

・こσ）沼は澄んでいるのか，深いのか。なぜそう考えるのか？
・この出品箆てどんなおとが闇ζえそう勲㌔

・この舟が浮かんでいる珂はどのような∬1ですか？また，どのような背暴だと思
い聞すかマ四隣に書いてみましよう。

・なぜこの絵には編が描かれているのでし．よう“竃たあなたがこの馬だったらこ

の絵の中で何を短い，侮をし窪ずか？
・あなたはこの絵に河という襲名を・っけ法すか？

・絵の中の織篶にはたくさんの種類があ曽黛す。一闇闇種類あるでしょうか？
・この絵を毘ているときに1窺れていそうな音楽はどんなものカ㌃いいでし轟うか守

《み、づ’うみ葺

膳争唱捧

豊山峡の帯

鋸
　

韓
欝
嶽
毒
響

熟希

幽

・この東山魅糞露の‘‘水辺の風畢”では多くの作晶で水面に反射して蹟つたもの
があも，ます。しかし，水癌に膜飼するにはいくっかの轟…件が必要です。芙候・

水の溢明度・殴る角度や顕離などカ～閣係すると推瀾できます。これちの鶏件壁
　も豊1⊂俘品鑑賞し，その作親はどんな伏況で為ったか禽えてみ議し㌫う。
例えば，芙候＝晦れた貿のアト四時ぐら㍉・，オく深＝とても潔い，水の溢四度1害liと

通明度が高い，角度：岸と鰐じ高さから3凱程高いところ，艶離1曲cmくみ
い岸から灘耗ている

・ど叢の国Φ風畢か？

・時聞帯は？また向敵そう感じたカ㌔
・遠煎悪をだすためにどのような工夫がされているカ㌔
・遠くから舟がこの川を進んでくる儀子を総1＝描いて範て凹凹い。
・莫隙生えている塞と水に9央っている木とでどのような違いがあるカ㌔，1田度園輯
　させたら慨か変fヒするか。

・この絵から，この場所はどんな撫子が1司えますカ、？曳候・温慶・時刻など，慧
いつくことを書いて下さい。

・スケッヂや下書きと紀ぺてどんな飯が変わっただろうか？
・地面に立っている索と水藤1⊂映・）ている水をよく箆てゑヒべると，飼がちがい濠

す博㌔筆の動きをたど・）てみ窟しよう。

・東山魁携は，心ぜこの紛にr静ロ翻という＝呂前をつけたのでし慮うか？

・r唱aとは娼えるという意味ですが，この絵の摩に“音”を感じることはでき
ますか？それはどんな“音’7竃たは‘‘声ン’ですか。

・麗なたはこの舟に乗・）てい議す。どんな鉱分で何菱燃えてい肥すか。
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しいという意見がでた。しかし，美術館では鉛筆以外の筆記用具は使用が禁止されている

ため，やはりカラーカードを使っての色彩に関する学習とすることとした。

　5．中学生受け入れプログラムの実地

　中学生（長野市立東部中学校の美術部1～3年生）受け入れの実地は，2度に渡って行う

ことにし，初回には大学生4人と中学生15人，第2回臼には大学生5人と中学生11名で

行った。初回，第2回とも2つのグループに分けた。ワークシートは，それぞれ参加した

学生が考えたものを使用し，第1回§は《弧帆》（1976年）（図4）と《静唱》（1981

年）（口絵・図5参照）を一グループ30分ずつで行った。第2回目は《緑響く》（1982

年）（口絵・図3参照）と《沼の静寂》（1983年）（口絵・図2参照）を各30分ずつで行

った。

　参加した中学生のほとんどは，このように美術館でワークシートを使用して作品を鑑賞

するのは初めてということで，大変な興味を示し，熱心に回答を行った。生徒たちは，《

静唱》の「実際生えている木と水に映っている木はどのような違いかあるかな？180度回

転させたらどう変わるかな？」（図5）という質問に答えるために様々な工夫を行った。作

品はモノクロでワークシートに印刷されているにも関わらず，生徒たちは，ワークシート

を180度回転させることはほとんどなかった。絵の前に立って体を曲げたり，足の間から

作品を見たり，絵の前に置いてあるベンチ型のソファーシートに仰向けに寝そべったりと，

それぞれに工夫をした。絵の前で逆立ちをする生徒もいた。このような生徒たちの工夫す

る姿から，ワークシートを使用することで，「本物の作品をじっくり見る」という，絵画鑑

賞において最も基本的であり，重要な目標を達成することが出来たと考える。

　「この舟が浮かんでいる川はどのような川ですか？また，どのような背景だと思います

か？ワークシートに書いてみましょう。」という《弧燈》（図4）についての質問に対する

生徒の回答は，学年により偏りが認められた。3年生の多くは，背景に何も描かずに，「最

初は何かがある様で無い様な，淋しい感じがしたけれど，次に，何も無い様で，どこへも

行ける感じがしました」と述べ，そのように感じた理由を「いろんな世界を旅しているか

ら。背景が一つじゃないと思いました。何もないからどこへでも行ける感じ…　。」（3

年生）とあった。また，「広い川で心細いような…　心理的な面を表しているように感じ

ました。なので，あえて何も描きたくない，と。」という理由で，何も描かない生徒もおり，

画家の意図を尊重しようとする姿勢もみられた。

　同じ問いに対して，2年生はイラスト的な感覚で，様々なものを描きこんだ生徒が多数

おり，「閉じ込められている船を想像しました。ここはどこだろうって思いますよね。ここ

は・一温泉です！！上から降ってきた船は，この異界の境目にある魔物（monster！）が

あったまる温泉でございます。ちょうど問に挟まって出れない様子をかきました」と説明

をつけて，自分の想像力を架空の世界を作り上げることで展開させた。2年生はおおむね

このような傾向にあり，このようなパロディー風の仕立ては，非常にまじめに取り組み，

「平和な川」，「ゆるやかな川」，「崖がある」と言って，思い思いの風景を熱心に描く1年

生の姿と対照的であった。

　《緑響く》（口絵・図3参照）では，「あなたはこの絵に何という名前をつけますか？」
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という質問に，「鏡」，「森の自然と鏡（反射鏡）」，「鏡の自分」，「反射の湖」といった，こ

の作品に特徴的な，森林の水面への反射に多くの生徒の目がいったことが分かる。また，

「絵の中の緑色にはたくさんの種類があります。一体何種類あるでしょうか？」という質

聞には，「6種類」，「30種類以下」，「50種類以⊥」と，圏答にばらつきが見られた。回答

後，カラーカードを使用することを促すと，生徒たちは可能な限りのカードを作品に近づ

けて，似た色を探していた。

　大学生たちは，目を輝かせてワークシートに取り組む生徒たちの姿に刺激を受け，ギこん

なに熱心にしてもらえるとは思わなかった」と驚きを隠せなかった。また，自分たちの予

想していた回答とは全く違ったものを見聞きすることで，大きな刺激を受けた。

　ワークシートの作成と中学生の受け入れプログラムの実施を体験して，学生達は以下の

ような感想を述べた。

A：私は今まで美術館は絵を鑑賞するだけの場所だと考えていました。だから，退屈な場

　所という先入観があり，なかなか美術館へ行く機会が設けられませんでした。しかし，

　今回のワークシートを使った鑑賞方法はすごく新鮮で楽しく，興味を持って見られると

　思いました。また，自分たちでワークシートを作ったということにものすごく意味があ

　ると思います。私のように美術館に行ったことがあるという人は少ないと思うのでワー

　クシートをうまく使えばもっと多くの人が美術館に行くと思います。

　　私はワークシート作りがものすごく楽しかったです。次は子供のほうにワークシート

　を作ってもらうというのはどうだろうか。ワークシートを作るにはやはり絵をしっかり

　見ないといけないので，子供たちが作るのも面白いと思いました。

　　私は今回の授業で，今までに抱いていた美術館のイメージが一新されました。これか

　ら先生になったときも，うまく美術館や絵を利用したいです。

F：総合演習を通して美術館に行き絵を鑑賞したり，美術館のイベントに参加することで，

　自分自身も絵に関心を持つこともできたし，子供たちも純粋に絵に関わって楽しんでい

　る様子でした。そして，個性豊かな発想とお互いの感性や思考が干渉しあわないこの時

　期に芸術にふれることは大変重要であると感じました。

　　ワークシート内に生徒に描いてもらうと，多少友達の意見に影響される部分もあった

　けれど，本当に個性豊かで，私達には想像もつかないような背景が数多く描かれていま

　した。私はこの時，子供たち一人一人独自の世界を持っていて，それを育てていくこと

　がその子の成長と将来に大きく影響すると感じました。

　　学校の勉強とは違い，正解を求めるのではなく，個人の個性を尊重し伸ばしていって

　あげることができるので，このような機会を与えてあげることはとてもよいことだと思

　いました。

　　今後の課題として，具体的に芸術と他の教科を結び付けて指導することができればさ

　らに子供の芸術に対する考えもかわると思います。

　学生達の感想は，明らかに最初の段階との相違が見られる。Fの学生のように「個性豊

かな発想」，「感性」，「個人の個性を尊重し伸ばしていく」といった，情操面に配慮した第
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想がでた。これは，冒頭でも引用した指導要領とも合致するものである。

Aのように，美術館での体験学習に自ら喜びを感じ，新しい発見をした学生や，自分達

が考えた質問事項が，「作品を鑑賞する」という目的を達成することができたことに充実感

を感じた学生もいた。

　最終回に，初回と同じアンケートを配り，③と④について回答してもらった。③につい

て，「D：美術館という教室以外の場所は新鮮であるし，そういった公共のマナーも知るこ

とができる」，「B：公共の施設を使うときのマナーを学習することができる」，「C：交流の

場としても活用できると感じた。」といった，美術館を公共の場であるという視点での利用

を学生たちが意識したことがわかる。また，「1：ただ単に1－2時間使って何となく絵を見

せるだけでは余りにも実りが少ないと改めて思う。その気さえあれば絵には様々な角度か

ら見ることのできるものが内在していることが，生徒の皆さんの様子や他の人のワークシ

ートから分かった。絵の中の緻密な計算や科学的な現象などをピックアップして，興味を

引くことで，中学校においても，この授業と同じ様にワークシートの作成などが可能では

ないかと思った。」といった，中学校における他教科の学習との関連性を持たせながら，上

記に引用した学生Aと「司様，生徒にワークシートを作成させることが有益であると考えた

ものもいた。④については，水面の反射の条件や画面構成の比率などの理数的な学習や，

絵を見ながら詩を作るといった国語の学習など，総合的な学習における絵画鑑賞と他教科

との関わりをより具体的に見出した。また，日本史や世界史の文化の単元で挿絵として使

用されている美術作品を取り上げ，文化の特徴を学ぶことができるといった，社会科との

関連を見出した。いずれも4，月20目に行った初回のアンケートよりも，より具体的な回

答を得ることができた。

おわりに

　今回の「総合演習」では，自ら学び，考えるカを養うための教科である「総合的な学習

の時間」に実質的には対応するものであると考えて，美術館における体験的な学習を行っ

た。通常は，美術史や美術理論を専門とする立場から，「鑑賞教育」といえば，じっくりと

対象を学ぶために，制作者や解釈学，美術史学や文化論といった基本的な知識の伝授を中

心とした講義を行う。それは，美術史を研究する立場から，好みによって知的好奇心が左

右されることの無いように配慮して，客観的な事実を学生に伝えたいと考えるからである。

しかし，今回の総合演習では，学生が主体的に学ぶことを中心としたため，そのようなこ

とは一切行わなかった。

　美術を専攻しない学生を対象に，ワークシート制作から受け入れプログラムの実施を半

期で行うことは，時間的な制約もあったため，反省しなければならない点も多くある。ア

ンケートでは，全体的に肯定的な回答が得られたものの，ほとんど初めて美術作品を目に

する学生たちの中に戸惑いが見られたのも事実であり，以下の必要性を感じた。①ワーク

シート作成にあたり，ある程度美術作品の鑑賞のポイントを知識として伝える，②学生の

考えた質問事項について，自ら吟味し，疑問点については調査する時間を与える，③受け

入れプログラム実施後，中学生の回答についてディスカッションを行い，反省と今後の課

題を考える時間を設ける。①については，作品に対する知識なくしては正しい鑑賞教育を行
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うことは難しく，ワークシート作成にあたり，ある程度美術鑑賞のポイントを知識として

学生に伝える必用があり，単に学生や生徒の反応の良さだけを臼的としたものであってはな

らないと考えた。既に述べたように，今回は主体的に学ぶことを目的とした「総合演習」にお

ける地域美術館との連携を試みたものであり，「美術鑑賞」そのものを主眼としたものではなか

った。今後，大学において鑑賞教育を担当する教員として，大学における鑑賞教育の充実を図

るために，教育現場の現状を把握し，美術鑑賞と鑑賞教育が網互に実現するような教育方法を

模索する必要があると考えている。そのためには，地域の美術館や小・中学校の教育現揚との連

携を試み，教育現場にフィードバックするメソッドを教員養成課程において確立することを課

題として，教育・研究に取り組んでいきたいと考えている。

附記：今回の総合演翌では，信濃美術館の松本猛館長をはじめ，学芸員の皆様，千曲市立

戸倉」二山田中学校の中平千尋先生，長野市立東部中学校美術部の皆さんと顧問の中平紀子

先生にご協力いただいた。記してお礼申し上げます。

学授　　　　年　　　績　　　　出前：

・癩藁懸（，9。8－1999）

・ﾓの嵐審．ては、この膵銘の地に石．水画に輻射して独つた涯

子藪表現した俸品がたくさんあります．このように水面に薇射するi二

はどんな条件が；跡壼だと緯いますか？

図1　東山魁夷　《みつうみ》　1969年 区i2　　∫蓑山ラ魁弓ミ　　《沼び）青争；寂》　　1983｛i三
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あなたはこの鑑に揮という題名をつけますか？

総の麟の繧色にはたくさんの膨動⊆あります．一IN司擾麺あるでし∫うか？

この継を飛ているとさにどんな誌が覧こえますか？
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この丹がi享かんでいる川はと二のような川で亨か？まに、とのような

謬景だと海いま亘か？ワークシートに掻いてみましょう。

図3 東山魁夷　《緑響く》　1982年 忌4　東山魁夷 《弧帆》 1976年
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遠選恩をだすためにどのような一［．夫がされているかな？

㎝P副

雄葱に亘っている不と塞宜に嗅っている木をよく見て比へると、

倒びうがいますか．蟄の轟きを荒ごつてみましよう

～1〆藁磁箋（藤908～1999）

果日掛えている本と氷に強っているイ・はどの∫うな違いがあるかな？

180崖圃転させたらどう彙わるかな？

…　　　この絵から、この欝鋲のどんな顎子だ晦え蕊ぢか’～

大霞・洩護・跨射など、認いつくこと二を鋸いて下さい，

w－F

舟がこの閉に浮かんでいる穿子を結に憲いて見て下さい

皿

図5表 東由魁夷　《弊宅》　1981年 図5裏
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地域美術館との連携による鑑賞教育プログラム

・伏木久始・山崎保寿・村瀬公胤「教職科目繹総合演習』の授業改善に関する基礎的研二究　一

信州大学教育学部における学生の授業評価の分析に着目して一」『信州大学高等教育システム

センター紀要』第1号（2005），p19及び，総合演習ガイダンス時における配布資料参照。

2本稿は，専門科目を担当する教員として教職科目である総合演習に携わり，地域美術館との

連携の下で試みた，大学における鑑賞教育の実践を報告したものである。従って，教科教育で

行われるべきところの構造的なカリキュラム理論を土台として行ったものではないことは断っ

ておかなければならない。

3　『美術鑑：賞宜言』，日本文京出版株式会社（2003）の第3章「学校＋美術館からの発信」で

は，鑑賞教育に関する多くの意欲的な取り組みが報告されている。また，Web　AE　芸術と教

育　一　Web　Journal　ofArt　and　Educationにおいても，様々な視点から鑑賞教育について論

じられている。

4福本謹一，「学校教育における鑑賞学習と美術館の連携」，『現代美術館学II変貌する美術

館』，加藤哲弘・喜多村明里・並木誠士・原久子・吉中充代編，昭和堂，2001年，pp．68－77．

5本文中のアルファベットは，学生を示す。また，学生や生徒のアンケートの記述は，明らか

に誤字であることが認められる場合以外は，なるべく原文のまま記した。

62005年4月6日に配布された総合演習のガイダンス資料では，「総合演習は『総合的な学習

の時問』に対応する科目として新設されたものとは言えないが，小申高校における『総合的な

学習の時間』を指導する教員の力量形成という課題と深く関連していることは言うまでもな

い。」と記されており，実質的には，『総合的な学習の時間』を学生が指導するようになること

を想定して授業プログラムを組んだ。

7信濃美術館では，遠足で美術館を訪れる小学生を対象とした受け入れを毎年行っており，美

術館の受け入れプログラムが確立されているため，信濃美術館の学芸員との話し合いの結果，

本講座でも受け入れ対象を小学生と設定した。しかしながら，本文でも述べたように，様々な

要因により，小学生受け入れが困難となったため，対象を中学生と設定しなおした。
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東山魁夷作

長野県信濃美術館東山魁夷館蔵

（紀要論文pp61－72参照）
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